
デジタル村民とはじめる
｢集落存亡｣をかけた挑戦
～NFTを含む山古志住民会議の取り組み～



旧山古志村の紹介

〇新潟県中央部に位置する中山間地域、世界有数の豪雪地帯
〇２００５年４月１日に長岡市へ編入合併
〇１４集落 / ３９１世帯 / 人口８１２人 / 高齢化率５５．９％
〇主な地域資源：錦鯉、牛の角突き（重要無形民俗文化財）、
　棚田・棚池の景観（日本農業遺産）



課　題

存続か消滅か、岐路に立つ限界集落「山古志」
〇２００４年中越地震壊滅的な被害

▲

全村避難
〇長岡市への市町村合併

▲

山古志村消滅

▲

震災・市町村合併を契機に住民主体の地域づくりの機運は高まる
〇震災当時2,200人

▲

現在、約800人
〇保育園の閉鎖、小中学校複式化、診療所機能縮小、公共交通の撤退
〇集落維持機能の低下

▲

山の荒廃、共助体制の弱体化



課題解決のアイデア

NFT（非代替性トークン）を、
「デジタルアート×電子住民票」
として活用できるのではないか。
仮説①_NFTを接点とした共同体の形成　　

仮説②_ネットワークで世界中から知恵、資源を集める

仮説③_独自の資金調達



『Nish ik igo i  NFT』の発行

〇山古志発祥の錦鯉をシンボルにした「デジタルアート」

〇山古志地域の「電子住民票」
Nish ik igo i  NFT



仕組み

自然資源や錦鯉、牛の角突きをはじめとする独自の文化を保持し続けるリアルと、

物理的な制約をこえて無限に広がる仮想空間が組み合わさることによって、

山古志DAO（仮想共同体）は形成される。NFTをツールとして採用することで、

複数のユーティリティを包含しつつ、新しい関係性のデザインを可能としている。
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結果①

〇第一弾セールの40％、第二弾セールの25％が初NFT
〇第二弾セールを終え、総mint数：1,500
〇デジタル村民（NFTホルダー）の数が、リアル山古志村民数を超える
〇購入者は、日本を中心に世界各地から
〇初期売上：41.4ETH / 14 ,490 ,000円（1ETH=35万円想定）

1,500
NFT発行数

996
デジタル村民

61.9ETH
総取引量（セカンダリー）

0.14 ETH

フロア価格（≒0.03×5）

（2022 .9 .14  現在）



結果②

予想以上の反響

〇著名な方 も々Nish ik igo iNFTを購入
〇海外コミュニティにも広がる



NFTがもつユーティリティ

①コミュニティへのアクセス権 ②アイデンティティの象徴

③ガバナンストークン（投票権） ④デジタル資産



具体的な取り組み①

リアル山古志住民にNFTを無償配布

地域のお父さんお母さん方がウォレット開設し、NFTを保有したり、Discordに参加



具体的な取り組み②

「山古志デジタル村民」総選挙の開催

〇デジタル村民に一部の予算執行権限を付与
〇山古志住民・デジタル村民による投票

・第一弾売り上げの3割（約3ETH）をコミュニティ予算として拠出

・山古志活性に寄与するアイデアを公募し、デジタル村民による投票により
 実施プロジェクトを選定

・NFTがガバナンストークンとして機能



具体的な取り組み③

リアル山古志で実施されたデジタル村民のプロジェクト

〇デジタル村民の帰村
〇総選挙で選ばれたＰＪに取り組むデジタル・リアル住民
〇リアル山古志の各種PＪにデジタル村民が参加・応援



具体的な取り組み④

『Discord』を使ったコミュニティ運営

〇国内外のデジタル村民、リアル山古志住民が集う
〇総選挙で選ばれた各プロジェクト、リアル・デジタル住民のアイデアをディスカッション



次のステップ

ローカルDAOのリーグ制

JAPAN DAO（仮）

山古志DAO
A地域（コミュニティ）

DAO
B地域（コミュニティ）

DAO

『山古志DAO』そのものは、国内中心に独特の盛り上がりがあるが、海外から見ると山古志は無名

海外でも通用する「日本（JAPAN）」というブランドを活用

海外から日本の風土、文化にアクセスできるプラットホーム

「JAPAN DAO（仮）」を立ち上げ、課題を抱えた日本の地域を存続させたい



さいごに

本プロジェクトは、限界集落（アナログ）の価値を最大限に広げるのが

デジタルであると考え、その最適化ツールとしてNFTやDAOを用いて

新たな関係性をデザインすることに挑戦しています。今後も、

山古志の事例を活かし、さらに発展させ、テクノロジーの社会的活用の

先進事例を生み出し、衰退する過疎地の未来に光を当てていきます。

web3×地方創生


